老人ホームの入所

　老人ホームには、養護・特別養護・軽費・有料の４種類があり、それぞれ入所要件や手続きが異なります。老人ホームは病院と違って、生活の場ですので身体や精神の状態にあった適切な老人ホームを選ぶ必要があります。

· 老人ホームの種別と入所要件

	施設
	入所要件
	入所手続
	費用

	養護
	　おおむね６５歳以上で、環境上の理由及び経済的な理由により、家庭において生活することが困難な方が入所できます。

　この中で「経済的理由」とは、本人の属する世帯が生活保護を受けているか、市町村民税の所得割を課されていない場合等です。
	市健康福祉部　高齢・障がい福祉課
（21－5559）


	本人及びその扶養義務者の負担能力に応じて費用負担額を決定、徴収します。

	特別

養護
	　６５歳以上で、日常生活をおくるために介護が必要となった方、及び４０歳～６４歳で、初老期の認知症、脳血管疾患などの病気（特定疾病）が原因で介護が必要となった方で家庭において介護を受けることが困難な方が入所できます。

　なお、入所するためには、介護保険の要介護１以上の認定が必要です。
	詳細は

市健康福祉部　介護保険課へ

（２１－５５６０）

	軽費
	　６０歳以上（夫婦で入所する場合はどちらかが６０歳以上）であって、家庭事情、住宅事情等の理由により家庭において生活することが困難な方が入所できます。

　軽費には、Ａ型（給食）とＢ型（自炊）とケアハウス（身体機能の低下や高齢のため独立して生活するには不安な方が利用できます）があります。

　なお、Ａ型とケアハウスには、利用者の生活に充てることのできる資産、所得、仕送り等が利用料の２倍程度以下であるという経済的要件があります。
	希望するホームへ直接申込
	Ａ型、Ｂ型、ケアハウス及び地域などにより異なります。

	有料
	　それぞれホームにより異なります。
	同　　上
	ホームにより

異なります。


























